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■目　　的：　熱対策製品・システムをはじめ、熱対策部品・材料・素材、熱対策ソフトウェアまで、熱対策
に関する最先端の実用技術を一同に展示する国内で唯一の専門技術展です。熱による機能障害や
寿命低下、変形などの熱トラブルへの対策に関心の高い、各種セットメーカの開発・設計技術者
が集い、商談及びテストマーケティングの場として技術交流を促進します。 

■展示規模：61社／136小間（共同出展を含む　前回81社／ 167小間） 
■入場者数：9,975名（前回13,899名） 

開催概要 

来場者アンケート結果 
［実施日］ 2009年4月15日（水）～17日（金）　［有効回答数］ 360

地域別分類 ※（　）内は前回 

役職別分類 ※（　）内は前回 

●北海道  
　0.3（0.0）% 
 ●東北 

　1.7（1.6）% 
 

●甲信越・中部・北陸 
　12.6（19.8）% 
 
●中国・四国 
　0.8（1.6）% 
 

●九州・沖縄 
　0.0（1.2）% 
 

●近畿 
　6.7（13.3）%

●東京 36.0（28.3）% 
●千葉 4.2　（2.0）% 
●神奈川 21.7（18.0）% 
●埼玉 7.3　（7.1）% 
●群馬・栃木・茨城 7.0　（5.5）% 
 

●海外 1.7（1.4）% 
●無回答 0.0（0.2）%

その他 2.8（3.1）% 経営者・役員  
6.1（3.3）% 
 

部長・次長・室長  
9.7（7.6）%

係長・主任  
21.4（25.3）% 
 

社員・職員  
40.0（39.5）% 
 

専門職 4.7（5.7）% 
 

教職 0.0（0.0）%

課長  
15.3（15.5）%

業種別分類 

鉱業　0.0%

製造業 
79.7%

商社　11.4%

情報・通信　3.9%

建築・建設・エンジニアリング　1.9%

エネルギー　1.1%

銀行・保健・金融　0.0%

運輸　0.0%

サービス　0.8%

金属・非鉄製品　 
13.9%

電子・電気機械　 
56.6%

建設機械　0.7%
物流・輸送機器　9.1%

計測機器（センサ/計測機器・部品） 
1.0%

アミューズメント機器　1.4%

産業用ロボット　0.7%

工作機械　2.0%

印刷機械　0.7%

食品加工機械　0.0%

油・空・水圧機器　1.4%

繊維・編機・縫製機械　1.0%

環境装置・公害防止装置　1.4%

製造業 

電子・ 
電気機器 

その他 
30.2%

電子部品 
15.7%

パソコン・モバイル関連 
7.5% 
 

車載向け電装機器 
6.3%

家電 
11.3%

事務・OA機器　 
8.2% 
 

半導体・FPD製造装置、 
検査装置 
16.4% 
 

その他　3.0%

乗用車・ 
トラック・商用車 
21.2%

自動車用部品・機器／ 
電装部品 
51.6%

航空・宇宙　12.1%

船舶　3.0%

昇降機　3.0%

鉄道車両　6.1% 物流・ 
輸送機器 

音響・映像 
　4.4%

搬送機械　0.0%

官公庁その他、学校・研究機関　0.6%

広告・報道・印刷　0.3%

医療・福祉・理科学機器設備　1.0%

精密機器　9.1%

 
 
 
 
 
 
 
 

学生 0.3%

12.1
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来場者アンケート結果 第11回 熱対策技術展 

本展の内容に満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展に来場された目的は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

勤務先で機器や資材の購入に関与されていますか？ 
※（　）内は前回 

来場されて出展者と商談されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展で特に参考になった製品・分野は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

本展示会に出展して満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

来場者の質に満足されましたか？ 
※（　）内は前回 

本展示会に出展された目的は何ですか？（複数回答） 
※（　）内は前回 

本展示会に出展した成果は？（複数回答）  
※（　）内は前回 

次回のご出展についてお聞かせ下さい 
※（　）内は前回 

アンケート結果 出展者 
［実施日］ 展示会最終日　［有効回答数］ 47

不満 1.9（0.4）%

満足  
9.4（14.5）%

ほぼ満足  
42.9（46.1）%

普通  
38.6（34.9）%

少し不満  
7.2（4.1）% 
 

6.9（14.7）% 
38.3（33.3）% 
70.0（71.4）% 
10.0  （6.9）% 
10.3（12.4）% 
2.8  （3.3）% 
7.2  （6.3）% 
3.1  （2.0）% 
0.0  （0.8）% 
0.0  （1.0）%

0 2010 30 40 50 60 70 80
製品を購入（検討）するため 
新しい製品を探すため 
資料・情報収集のため 
新しい提携先・取引先を探すため 
取引先が出展しているため 
シンポジウムの参加に併せて 
教育・研修・視察の一環として 

社の命令により 
海外のサプライヤーを探すため 

その他 

関与していない 
28.6（21.4）%

購入決定権を 
持っている  
13.1（15.7）%

決定権はないが 
関与している  
58.3（62.9）% 
 

商談しなかった 
26.7（36.1）%

商談とはいかなかったが 
説明を受けた 
68.6（56.2）%

商談して成約した 0.0（0.4）% 
 

商談中 4.7（7.3）%

0 10 20 30 6040 50

1 熱対策製品・システム   
熱制御装置 

浸漬冷却システム 
ラジエータ 

極限熱制御システム 
温度コントローラ 

温度センサ 
サーモグラフィー 

電源調節器 
湿度コントローラ 

ヒートシンク 
強制冷却システム 

排熱利用機器・システム 
盤用熱交換器・システム 

2 熱対策部品   
ヒートシンク 
放熱フィン 
ヒートパイプ 

熱輸送デバイス 
ヒートスプレッダ 
ペルチェ素子 

ペルチェモジュール・サーモモジュール 
ＣＰＵクーラー 
ファンモータ 

マイクロクーラー 
マイクロポンプ 
温度ヒューズ 

液冷モジュール 
3 熱対策材料・素材 

高熱伝導性アルミ基板・金属基板 
放熱シート 

高熱伝導性接着剤 
シリコーンゴム 

絶縁材料 
放熱プリント配線板 

冷媒アロイ・コンパウンド、PPS、PPE 
放熱材 

熱対策用コーティング材 
放熱グリース 

4 熱対策技術ソフトウェア 
5 その他熱対策製品 

 
10.3（16.5）% 
1.4（2.0）% 
9.7（5.3）% 
1.9（0.8）% 
3.1（5.3）% 
8.9（9.2）% 
8.1（3.1）% 
1.7（1.4）% 
1.7（1.2）% 

29.4（28.0）% 
9.2（11.6）% 
5.0（5.5）% 
2.5（5.3）% 
0.8（－）% 

35.0（39.6）% 
24.4（22.0）% 
26.7（19.2）% 
6.9（3.5）% 
5.8（5.7）% 
8.9（10.2）% 
6.1（6.3）% 
4.2（4.3）% 
9.2（11.6）% 
2.5（1.2）% 
3.3（1.6）% 
1.4（3.9）% 
5.6（4.9）% 
0.8（－）% 

18.6（16.9）% 
50.6（47.3）% 
17.2（20.4）% 
12.2（16.1）% 
6.1（13.1）% 
5.8（3.7）% 
1.1（2.7）% 

22.8（26.5）% 
8.9（9.4）% 

21.4（11.4）% 
8.6（14.1）% 
1.1（1.2）%

満足 
6.4（15.5）% 
 

ほぼ満足 
23.4（41.4）% 
 

普通 
34.0（32.8）%

少し不満  
21.3（8.6）%

不満  
14.9（1.7）%

 

少し不満 
8.5（5.2）%

不満 6.4（0.0）%
満足 4.3（13.8）%

ほぼ満足 
29.8（46.5）%

普通 
51.0（34.5）%

0 10 20 30 40 50 70 80 9060

66.0（67.2）% 

53.2（58.6）% 

42.6（43.1）% 

12.8（8.6）% 

27.7（36.2）% 

80.9（74.1）% 

21.3（24.1）% 

4.3（1.7）% 

10.6（13.8）% 

12.8（8.6）% 

0.0（5.2）%

新製品のＰＲ 

企業のＰＲ 

展示会場での来場者との商談 

展示会場での出展者との商談 

市場調査 

新規顧客の開拓 

既存顧客とのコミュニケーション 

代理店獲得 

前回出展して効果があったから 

同業他社が出展しているから 

その他 

0 10 20 30 40 50 70 8060

商談成約した 

新規顧客の開拓ができた 

企業・製品・技術の宣伝になった 

多くのユーザ情報が得られた 

既存顧客とのコミュニケーションが深まった 

あまり効果がなかった 

その他 

 

6.4（6.9）% 

34.0（25.9）% 

57.4（72.4）% 

27.7（43.1）% 

19.1（19.0）% 

14.9（3.4）% 

4.3（19.0）%

出展しない 
4.3（8.6）%

出展決定 2.1（5.2）% 
 

出展予定 
31.9（37.9）% 
 

未定 
61.7 
（48.3）%
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■開催結果　 1. 参加事業所 116事業所 （303）　　※（　）内は前回 

　　　　　　 2. 参加登録者 142名 （368） 

　　　　　　 3. 延参加者数 190名 （480） 

　　　　　　 4. 1事業所あたり参加人数  1.2名 （1.2） 

　　　　　　 5. 1名あたり参加セッション数 1.3セッション （1.3） 

　　　　　　 6. セッション別参加者数 

月／日 セッション 

K-1 

K-2 

K-3 

K-4 

K-5 

K-6

テーマ 

EXCELを使った熱設計のビジュアル化 

熱設計に活用するシミュレーション技術 

熱設計・対策製品事例 

新しい放熱材料と冷却デバイス 

熱設計高度化のためのキー技術 

カーエレクトロニクスと熱 

合計 

参加者数  

41 名 

28 名 

32 名 

24 名 

33 名 

32 名 

190 名 

第9回 2009熱設計・対策技術シンポジウム 開催概要 

■開催趣旨：　エレクトロニクス製品の急速な普及は、電気･電子・機械部品の小型化、高容量・高機能化を促進し、その発熱密度は急上昇

の傾向にある。そのため性能の劣化や部品・製品の安全性等の面で、熱対策は重要な技術課題となっている。 

　　　　　　　本シンポジウムは、熱設計、熱解析、熱対策などの技術的諸課題をテーマに、関心の高い材料・部品メーカならびに、電気・

電子機器・セットメーカ等の産業界の専門家の参加を得て、スピーカの発表と参加者との意見交換をとおして、諸問題解決の糸

口を探る情報交流の場とする。 

■会　　期：2009年4月15日（水）～17日（金） 

■会　　場：幕張メッセ　国際会議場（千葉県千葉市） 

■参加対象：電気電子関連の技術者・設計者、機械およびメカトロ関連の技術者・設計者、 

　　　　　　コンピュータのソフト・ハード関連の技術者・設計者、材料メーカの技術者・設計者 

4月15日（水） 

4月16日（水） 

4月17日（水） 

■プログラム 
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委 員 長 石　塚　　　勝 富山県立大学　工学部　機械システム工学科　教授 
 
副委員長 国　峯　尚　樹 （株）サーマル　デザイン　ラボ　代表取締役 
 
委　　員 大　串　哲　朗 広島国際大学　工学部　機械ロボティクス学科　教授 
 
 中　村　　　元 防衛大学校　機械工学科　熱工学講座　准教授　 
 
 平　澤　茂　樹 神戸大学大学院　工学研究科　機械工学専攻　教授 
 
 富　村　寿　夫 熊本大学　大学院自然科学研究科　産業創造工学専攻 
  先端機械システム講座　教授 
 
 飯　田　明　由 豊橋技術科学大学　機械システム工学系　教授 
 
 魏　　　　　杰　 富士通（株）　テクノロジセンター　実装技術統括 
  システム実装技術グループ 
 
 野　村　太一郎 日本アイ・ビー・エム（株）　機構・ソリューション技術開発　担当部長 
 
 関　　　研　一 ソニー（株）　モノ造り技術センター　技術開発室　担当部長 
 
 横　野　泰　之 （株）東芝　研究開発センター　機械・システムラボラトリー 
  主任研究員 
 
 伊　東　　　誠 ＮＥＣエレクトロニクス（株）　生産本部　実装技術部 
  設計環境・解析グループ 
 
 小　林　　　孝 三菱電機（株）　設計システム技術センター　熱設計チームリーダー 
 
 加　藤　　　豊　 パナソニック（株）　セミコンダクター社　生産本部　生産技術センター　 
 
  要素技術第一グループ　パッケージ設計技術チーム　主任技師 
 
 新　　　隆　之 （株）日立製作所　機械研究所　企画室　研究企画ユニット　主任研究員 
 
 木　村　裕　一 古河電気工業（株）　研究開発本部　環境・エネルギー研究所 
  部品・実装技術開発部　主査 
 
 田　坂　誠　均 住友金属工業（株）　総合技術研究所　利用技術研究開発部　主任研究員 
 
 重　松　浩　一 アンソフト・ジャパン（株）　シニアアプリケーションエンジニア 
 
 福　田　雅　樹 信越化学工業（株）　シリコーン事業本部　営業第三部 
  開発製品グループ　グループマネージャー 
 
 益　子　耕　一 （株）フジクラ　サーマルテック事業部　開発部　開発部長 
 
 松　木　隆　一 新光電気工業（株）　開発統括部　技術部プロジェクト課長 
 
 三　輪　　　誠 （株）豊田自動織機　エレクトロニクス事業部　技術部　信頼性評価室 
  グループリーダー 
 
名誉顧問 中　山　　　恒 Ｔｈｅｒｍ Ｔｅｃｈ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　代表　元東京工業大学　教授 
 

地域別分類 

役職別分類 

業種別分類 

（順不同・敬称略） 

【第9回】2009熱設計･対策技術シンポジウム企画委員会委員案一覧  

●東北  
　1.4%（2人） 

●北陸  
　5.0%（7人） 

●中国  
　2.9%（4人） 

●九州  
　0.7%（1人） ●近畿  

　20.7%（29人） 

●中部  
　19.3%（27人） 

●関   東　　50.0％　 （70人） 
　・ 東   京　21.5％   （30人） 
　・ 神奈川　17.9％   （25人） 
　・ 埼   玉　  5.0％   　（7人） 
　・ 栃   木　  2.1％      （3人） 
　・ 茨   城　  2.1％   　（3人） 
　・ 千   葉　　0.7％   　（1人） 
　・ 群   馬　  0.7％      （1人） 

一般職・その他  
60.0%

課長 9.3%

社長 1.4%

部長 10.7%

係長  
18.6%

１％未満（石油・石炭製品、地方公共団体、大学、公益法人、 
　　　　 生産財卸売業、ゴム製品、造船、自動車メーカ、） 5.7％ 

産業電機  
22.1％ 

不明 
 10.2％ 
 

電子部品 9.3％ 

産業機械 7.9％ 

ソフトハウス 7.9％ 

家電 7.1％ 理化学・計測機械 7.1％ 

非鉄金属 3.6％ 
 

通信機器 3.6％ 

その他 3.6％ 
化学 2.1％ 

消費財卸売業 2.1％ 
その他機械 2.1％ 

鉄鋼 1.4％ 
金属製品 1.4％ 

自動車部品 1.4％ 
半導体1.4％ 


